
５牧草と園芸・第５０巻第１１号（２００２）

１　はじめに

　緑化場面では，その美観の維持から刈り取り，

施肥，散水等の管理作業が必須となる場合があり

ます。しかし，より効率的に，かつ，少費管理し

ようという傾向も強いことから，緑化植物に対し

て，今まで以上により強く，ローメンテナンス（省力）

管理ができる草種の開発が望まれています。

　緑化場面にはゴルフ場やサッカー場のような高

いレベルでの管理を必要とする場所と，ローメン

テナンス管理を余儀なくされる場面に分けられま

す。前者のような場所は極限られており，そのほ

とんどは，後者の場面となっています。このロー

メンテナンス管理を要求される場所で使用される

草種も，当然のことながら，特性的にそのような

管理に適した草種が必要となります。また，芝生

地以外に屋上緑化や水田畦畔，遊休地のように緑

化場面も多様化している最近の状況を考慮する

と，ローメンテナンス草種が大いに有効となりま

す。

２　草種のご紹介

１）　センチピードグラス

①草種の特性

　センチピードグラス（学名：����������	
����������，

和名：ムカデシバ）は，東南アジア原産の暖地型

芝草です。主に地上匍匐茎で増殖し，その伸長速

度は非常に早く，その形状はノシバに似ています。

そして，その密生度は高く，ノシバを凌ぐほどで，

完成したセンチピードグラスの芝地の中へ雑草が

侵入する量は少なく，芝生として使用する場面だ

けではなく，畦畔などののり面保護やグランドカ

バープランツなどの利用用途で草種を選定する上

では，大事な着眼点になります。また，耐乾性，

耐暑性等に対しての環境耐性にも優れており，か

つ，肥料要求量が少ない点や，放任状態でも草丈

が２０～３０�程度であることも大きな特徴です。種

子の発芽や初期生育は遅い方ですが，ノシバより

も早く，初期養生に注意すれば比較的容易に種子

から芝地を造成することができます。

②利用が期待される場面

　本草種は，ターフとしての利用はもとより，そ

の特性から，無刈取り条件となるのり面や最近で

は水田の畦畔での利用も注目され，各地で利用さ

れる場面が多くなっています。したがって，現状

では利用場面として以下の４点が上げられます。

ターフとしての利用　センチピードグラスは冒頭

に書いたようにノシバに似た形状のターフを形成

し，２５～３０�の刈り高には十分耐えることから，

ノシバに代わるターフとして利用が可能です（写

真１）。

のり面での利用　耐暑性，耐乾性に優れ，肥料要
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写真１　芝生として利用されるセンチピードグラス



求量が少なく草丈が低い特性と，種子から造成し

た場合に，ノシバよりターフ形成速度が早い点か

ら，のり面での利用も行われています。実際に，

国土交通省北陸地方建設局でノシバに代わる植生

を検討する試験栽培において，このセンチピード

グラスが注目され，栽培マニュアルが作成され，

普及されています。

水田畦畔での利用　一般のり面で利用が可能であ

ることから，水田の畦畔での利用にも注目されて

おり，試験場（長野県南信農試：本紙の平成１３年

４月号で紹介）や各地の農業改良普及センターで

の試験・試作でも高い評価を受けています。

　畦畔で利用する場合の大きな問題点として播種

方法をどうするかという点があり，現状で考えら

れる播種方法は，その畦畔の状況によって，バラ

播きや種子と養生剤，粘着剤を混合し，手で播き

つける方法があります。この方法ではコロニー状

態で播種することになりますので，全面を覆うま

でには若干の年数が必要になります（写真２～

４）。また，播種当年から翌年までにかけては，雑

草の発生も予測されますので，特に播種初年目は

数回の掃除刈りが必要ですが，センチピードグラ

スの密度の上昇と共に刈り取り回数は減少するは

ずです。掃除刈りの際には，雑草を対象に刈り取

り，センチピードグラス自体は極端な低刈りにな

らないように注意します。

【畦畔に導入する場合の播種方法】

　新規に造成された畦畔；播種後，コモワラやベ

ンネット等の被覆資材を使用することによって発

芽・定着が促進されます（写真５）。
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写真４　乾燥状態の斜面でも生育しているセンチピード

グラス（当社千葉研究農場。８月）　

写真５　センチピードグラスを播種した後に被覆資材

（ベンネット）を使用した例

写真３　養生剤の中から発芽しているセンチピード

グラス（当社千葉研究農場。７月）　

写真２　斜面に養生剤と一緒に播かれたセンチピード

グラス（当社千葉研究農場。６月）　
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　既存の植生（雑草）がある場合；ラウンドアッ

プ等によって，既存の雑草を処理した後に，刈り

取りによってできるだけ茎葉を取り除いてくださ

い。刈り取るタイミングとしては，除草剤を散布

した雑草が褐変し始めた時点とし，可能な限り低

く刈ります。その後に上記に示したような方法で

播種をします。

放牧草地への利用　暖地（主に九州）において，

放牧草地への利用も試験的に導入され始めていま

す。従来使用されていたノシバ草地と同様に利用

が可能であり，嗜好性も良好です。

③播種量

　初期の雑草との競合と早期の密度の上昇を期待

すると最低１０ｇ／�の播種が必要であると考えら

れます。しかし，ランナーの伸長が非常に旺盛で

あることから，播かれる場所に雑草が少なく，散

水等の初期養生ができる場合には５ｇ／�程度で

も緑化は可能です（写真６，７）。

④栽培上の留意点

　センチピードグラスの特性を生かす上で，以下

のような点に留意して栽培することをお勧めしま

す。ただし，栽培地域（特に北限）について十分

把握できていない点があり，当社では一昨年以来，

東北地域（秋田，岩手）での試験栽培を行い，確

認をしております。

播種時期：５月中旬～８月上旬。暖地型草種であ

ることから，日平均気温が２０�を超えるように

なってから播種すると，発芽までの日数が短く順

調に生育します。したがって，関東では５月中・

下旬以降が適期であり，８月上旬には播種作業を

終えるようにします。なお，梅雨明け以降は高温

乾燥により発芽，定着が不安定になりますので，

被覆資材の使用や散水を考慮してください。

栽培可能地域：－１０�程度の低温に耐えることが

確認されています。また，北陸，東北地方でも積

雪期間の短い場所での生育は可能と考えられます

（例：富山，新潟，秋田等の海岸寄りの地域や仙

台から岩手内陸）。

施肥量：窒素成分量で一年間に５～１０ｇ／�と窒

素要求量は低く，無肥料でも十分生育可能です。

多肥栽培では生育が劣るという報告もあることか

ら，施肥を行う場合には，前述の年間窒素量を上

限とするように，春と夏に分肥します。

刈取り高さ：２５～３０�以上。ターフとして管理す

る場合にはこの刈り高より下げないようにして下

さい。

２）　ダイカンドラ

①草種の特性

　ヒルガオ科アオイゴケ属の地被植物で，地上匍

匐茎によって広がり，草丈は低く，葉は丸くシロ

クローバに似ています。低く刈りこむこともで

き，また，耐陰性も強い性質があります（写真

８）。

②利用が期待される場面

　あまり踏圧がかからない場所や，頻繁に刈り込

むことが難しい場所で芝生の代わりに使用するこ

写真７　センチピードグラスを１０ｇ／�播いた場合の

４４日後の生育状況。

　　　（当社千葉研究農場内の温室で試験の状況。６月）

写真６　センチピードグラスを１０ｇ／�播いた場合の

１０日後の発芽状況。

　　　（当社千葉研究農場内の温室で試験の状況。５月）
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とができます。また，日陰地でノシバやコウライ

シバ等の芝生が生育しにくい場所に利用すること

もできます（写真９，１０）。

③播種量

　初期の雑草との競合と早期の密度の上昇を期待

すると最低１０ｇ／�の播種が必要です。しかし，

ランナーの伸長が旺盛であることから，５ｇ／�

程度でも緑化は可能です（写真１１，１２）。

④栽培上の留意点

播種時期：５月中旬～８月上旬。日平均気温が２０

�を超えるようになってから播種すると，発芽ま

での日数が短く順調に生育します。したがって，

関東では５月中・下旬以降が適期であり，８月上

旬には播種作業を終えるようにします。

栽培可能地域：関東以西の積雪がない地域。また

は積雪期間の極めて短い地域を主体に使用しま

写真１０　ハウスの間で利用される雪印系ダイカンドラ

（当社千葉研究農場）

写真９　果樹園の樹の下（半日陰地）で利用される      

雪印系ダイカンドラ（茨城県）

写真１２　雪印系ダイカンドラを１０ｇ／�播いた場合の

４４日後の生育状況。

　　　（当社千葉研究農場内の温室で試験の状況。６月）

写真１１　雪印系ダイカンドラを１０ｇ／�播いた場合の

１０日後の発芽状況。

　　　（当社千葉研究農場内の温室で試験の状況。５月）

写真８　雪印系ダイカンドラの草姿
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す。

施肥量：日陰地で利用する場合には，無施肥栽培

も可能と考えられますが，陽地で栽培する場合や

刈り取りを行う場面での利用の場合には，少肥管

理ではやや生育が劣る場合がありますので，生育

状況を確認しながら追肥を行います。

潅　水：極度の乾燥は嫌いますので，降水量が少

ない時期には適度な散水を行います。

３）　セダム

①草種の特性

　ベンケイソウ科の宿根草で別名「万年草」とか

「弁慶草」とも呼ばれています。

　セダムは乾燥が激しく，養分が少ない岩の上な

どのように，他の植物が生育できないような環境

下でも生育できる植物です。ヨーロッパでは屋根

を緑化する場合にも多く利用され，日本において

も近年都市部を中心にビルの屋上緑化の材料とし

て広く使用されています（本紙平成１４年１０月号で

紹介）。

　セダムの大きな特徴は，下記の５点が上げられ

ます。

　・耐乾燥性が非常に強い。

　・無施肥栽培条件下でも生育可能。

　・草丈が低く，刈り込み作業が不要。

　・薄い土壌（生育基盤）でも生育可能である。

　・黄色，白色，赤色などの花が鑑賞できる

②利用が期待される場面

　屋上や屋根等での緑化に際して，散水や施肥な

どのメンテナンスを軽減できる植物として注目さ

れ，建築物の上で緑化する場合に，生育する基盤

（土や人工土壌）を薄くすることが可能なことか

ら，建物への加重を少なくすることができます

（写真１３参照）。

③栽培上の留意点

　セダムは多肉質の植物で，踏圧には弱いことか

ら，人等の踏圧のかからない場所に利用します。

　また，排水不良の地盤や日陰地では生育が緩慢

になるため，日当たりが良い場所で，かつ，排水

の良好な基盤を選択するとともに，施工する場所

にも配慮が必要です。

４）　その他

　以上，ご紹介した３草種は草丈が低く，刈り取

りや肥培管理が容易な点でローメンテナンスが可

能な草種となります。しかし，これら以外の草種

で，草丈はやや高くなるものの，コスモスやヒマ

ワリのような草花やソバ，または，当社で販売し

ている「クリムソンクローバ」「ネマキング」「キ

カラシ」に代表される景観緑肥作物，草生栽培で

普及している「雪印系ナギナタガヤ」も，年に一

回の播種で一定期間，手間をかけずに地表面を覆

うという点ではローメンテナンス草種といえるも

のと思います。畑作以外の場面でも大いに利用価

値の高い作物となります。

３　おわりに

　センチピードグラス，ダイカンドラ，セダムの

ように刈り取りと施肥管理上，省力的な管理が可

能な草種を中心にご紹介しました。しかし，後段

で記載したように，従来から使われていた草種に

ついても，視点をかえる事によって，ローメンテ

ナンス草種と言える場合もあり，特に，遊休地に

おいては利用価値が高いと思われます。

　当社においては，牧草での研究開発の歴史を基

に，芝生や植生工事に利用される草種の開発から

景観を重視した緑肥作物まで，環境に配慮した草

種の開発を幅広く行っております。そのような背

景から，ローメンテナンスを要求される緑化場面

に対しても対応することが可能な草種を具体的に

提案できるものと確信していますので，気軽に御

相談頂ければ幸いです。

写真１３　屋上で利用されるセダム・メキシコマンネング

サ（東京都。８月）


